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  ひとこと 

太陽光発電のエコ生活 
NPO 法人 太陽光発電所ネットワーク会員 

                               庄司 正夫 

わたしが太陽光発電を設置したのは、平成 15 年秋でした。電気使用量が増加一途の反省からと同時に、「節

電しなければいけない」との思いを強くしていたからです。 

 

今年 3 月 11 日 14 時 46 分突然の大地震と共に想像に絶する大津波が発生し、役所・消防署・学校・街並み・ 

住宅・工場などすべてをのみ込み流失しました。大型漁船が街中に。車・住宅・工場は海底に、さらに、安心

安全神話の原子力発電所の被害、無味無臭で目に見えない放射能は拡散しつつ、３ヶ月以上経過した今現在で

も確たる対策もできないまま、先の見えない無防備に等しい事態が続いています。生活補償、農業・水産業な

どの超莫大な補償額なども此れから先どうなるでしょうか。地震・津波だけでなく「老朽原発の廃棄処分の問

題」はどうするのか未解決のまま。「安心安全対策を含めると原発はコスト高」であること間違いなしと思い

ます。 

 

私達太陽光発電設備者の集まりである NPO 法人「太陽光発電所ネットワーク」（略称 PV－Net）では、５

月～６月にかけて数回、東北地方の大震災による太陽光発電システムの被害状況の調査をしました。その報告

によりますと次ぎのとおりです。家もろとも流出されたもの・家と屋根のパネルは残っていてもパワーコンデ

ィショナーが水没により使えないもの（結構数が多い）・床上浸水したが異常なく使用可能など様々です。地

震による被害は殆んどなく津波による被害が多くみられたとの事で、自立運転により停電中にも稼働して助か

った人など原発事故のような難問題はありませんでした。機能の回復に難問題は無いです。太陽光発電はエコ、

つまり環境にやさしく、無限大のエネルギーです。 

 

太陽エネルギーには、２つの利用があります。一つは、熱利用です。日照時間の多いスペインでは、一点に

集めた太陽熱で水を沸騰させて火力発電のようなシステムの「太陽熱発電」が行われています。太陽熱温水器

はこのようなタイプです。もう一つは「太陽光発電」です。太陽エネルギーを太陽電池により電気エネルギー

に変換するシステムです。これは一度設置すれば運用に手間がかかりませんので、家の屋根やビルの屋上に数

多く設置されています。太陽エネルギーの量は膨大で、全世界で一年間に使用される全エネルギーの量と、太

陽から地球に一時間に降りそそぐエネルギーの量が等しいと言われており、太陽エネルギーがいかに膨大であ

るかがわかります。 

 

今、温室効果ガス問題が騒がれておりますが、日本の電力全体の平均では、1Kwh の電力を作るのに温室効

果ガスを二酸化炭素に換算して 360ｇ排出する、と言うことです。火力発電などの化石燃料を燃焼させて発電

する場合、排出原単位は約 690ｇ-CO2／Kwh にもなります。太陽光発電の場合、20~30ｇ-CO2/ Kwh です。

この数値を見ても、太陽光発電が環境にやさしいエコであることがわかります。太陽光発電は、稼働中は光を

直接電気に変換し、燃焼はしませんので温室効果ガスなどは発生しません。太陽光発電システムのライフサイ

クルで温室効果ガスを発生すると考えられるのは、製造・設置・メンテナンス・廃棄などのときだけです。今

や日本はアメリカ、中国につぐ経済大国ですが、一次エネルギー供給量のほとんどが外国からの輸入に依存し

ております。 
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政府は石油依存率低下策として、原子力・天然ガス・などの更なる導入促進と新エネルギーの開発を進めま

した。その結果 2008 年度には、第一次オイルショック時の 75.5%から石油 41.9%に改善され、その代替とし

て、石炭 22.8%・天然ガス 18.6%・原子力 10.4%・その他 6.3%の割合になり、エネルギーの多様化が図られ

ました。2009 年度現在の日本の電源別発電力は、原子力 29%・天然ガス 29%・石炭 25%・水力 8%・石油 7%

です。世界の原子力発電政策は、福島原発事故以来、様々な意見が交錯しております。浜岡原発もいつどうな

ることか。西風をまとも受ける沼津でも、放射能被害は避けられません。 

この様な状況の中、発電時に CO2 や有害物質が全く排出しない、自然環境保護の観点からも理想的なエネ

ルギーが太陽光発電です。無限大で無料の太陽エネルギーをもっともっと活用すべきです。沼津市内小中学校

にも、太陽光発電システムが設置されておりますが、過日見学会があり、子供たちが自然エネルギーや環境問

題についての関心が深まってきたとの話を聞き、うれしく思いました。太陽の力・風の力・海流の力・地熱な

ど等、自然界の力を活用したエネルギーの推進を期待します。 

（産総研・太陽光発電研究センターの資料の数値・参照） 

 

原東小学校の太陽光パネル 



 

 

 

2011 年 6 月 16 日（木）、沼津地区環境保全

協議会広報部一行 4名は、矢崎電線株式会社 

沼津製作所が開催した「ステークホルダーミ

ーティング」に参加させて頂きました。 

「ステークホルダー」とは地域住民、取引

先、行政、NGO 団体、消費者、投資家、請負

事業者、従業員などの企業、団体組織を取り

巻く利害関係者のことを言います。 

「ステークホルダーミーティング」は、矢

崎電線株式会社 沼津製作所の「世界とともに

ある企業」「社会から必要とされる企業」とい

う社是に基づき、環境施設見学と環境活動に

関して広く情報開示し、意見交換を行う場と

して定期的に開催されています。今回は、我々

の他に周辺の 3つの自治体代表者、沼津市役

所環境政策課環境企画室、複数の地元企業、

また同社の関連会社の方が出席されていまし

た。 

 

1.矢崎電線株式会社 沼津製作所 概要 

 所在地 ：沼津市大岡 2771 番地 

 敷地面積：125,010 ㎡ 

       (東京ドームの 2.7 倍) 

 建物面積：79,627 ㎡ 

 従業員数：530 名（派遣社員も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.矢崎電線株式会社 沼津製作所の事業内容 

 矢崎グループでは自動車用ワイヤーハーネ

ス・メーター機器などの自動車機器をはじめ、

電線、ガス機器や空調機器、太陽熱利用機器

などの生活環境機器の製品開発、また環境・

リサイクル事業、介護事業も手掛けています。 

その内、矢崎電線株式会社 沼津製作所では、

電力用ケーブル、通信・計装用ケーブル、分

岐付ケーブル、充電用ケーブルを生産してお

り、近年注目を集めている電気自動車や、発

売が間近に迫っているプラグインハイブリッ

ト車の充電用のコネクタ、ケーブルにおいて

は同社の製品が 100％のシェアを占めていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.環境への取り組み 

(1) 省エネルギー活動 

 工場敷地内と製造ラインの見学に合わせて、

矢崎電線株式会社 沼津製作所の環境への取

り組みについて、説明を受けました。 

2005 年から工場内の照明を水銀灯(415W)

から省エネ型の高効率蛍光灯(177W or 130W)

に変更することによって、累計で1,026千kWh

（CO2換算：391t）の電力削減を達成されまし

た。また、工場の屋根には一部採光できる素

材を用い、部分的な消灯を可能とする節電へ

の工夫が見られました。 

 空調については、これまでも電力需要の低
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充電ケーブル（普通充電タイプ） 



減に繋がる矢崎グループの「ガス吸収式空調

機 アロエース」を導入していましたが、老朽

化により2008年8月に新型の省エネタイプに

更新したことによって、約13t/年のLPG節約、

かつ CO2も約 38t/年削減できたとの説明があ

りました。さらに 2010 年 7 月には製造工程で

使用していた空調機も同様に更新し、約 18t/

月の CO2が削減されています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

(2) 省資源・5R 活動 

 製造過程で出る電線の端材（銅線、ステン

レステープ、銅テープ、被覆材など）は工場

内で分別され 1ヶ所に集められていました。

これら端材ですが、金属資源と再生ペレット

としてリサイクルされており、矢崎電線株式

会社 沼津製作所では 2002 年からゼロエミッ

ション活動に取り組んだ結果、同年 10 月には

廃棄物の埋立処分量ゼロを達成されています。

また、ガラスリサイクルとして通路の塗装に

ガラス粉末を混ぜ滑り止めとして利用された

り、製作所内から排出される故紙など、その

他廃棄物も分別し、再資源化・有価品への変

換を図ることによって廃棄物量、処理費用と

もに 7年間で約 1/3 に減少し、マテリアルリ

サイクル率は 97％に向上したとの説明があ

りました。 

 構内を見学していた際、至るところで見ら

れた電線などの製品を巻き取る「ドラム」で

すが、2003 年以降、森林保護の観点から木製

ドラムから耐久性の高い金属ドラムやプラス

チックドラムへ変更を進めているそうです。

その結果、5年間で 4,266t の木材使用量削減

に繋がったとの説明がありました。既存の木

製ドラムも都度廃棄するのではなく、補修し

平均 5回利用された後には、チップとして処

理、加工されトイレットペーパーなどにリサ

イクルされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 環境配慮型製品の開発 

 矢崎電線株式会社 沼津製作所には電線技

術開発センターがあり、環境に配慮した製品

の開発を行っています。電線の被覆材には主

に塩化ビニルが使用されていますが、製造時

に製造ロスとして発生する塩化ビニルを被覆

材に再利用する以外に他にも利用できないか

開発・研究を進めた結果、高圧ケーブルの導

電化技術を応用して導電性床材の商品化に至

ったそうです。 

静電気に敏感な IC 機器にとって、工場内の

静電気防止策は必須の課題であり、その決め

手となるのが導電性床材です。現代の IT 社会

に不可欠な資材といえるものですが、導電性

床材の中でエコマークを初めて取得したのが

電線技術開発センターの開発した床材でした。 

エコマークは、生産から廃棄までのライフ

サイクルを通じて、環境への負荷が少ないと

認められた商品に対し日本環境協会が付与す

る環境ラベルです。同社の商品は、製造ロス

として出た塩化ビニルを導電性タイルでは約

40%、導電性シートでは約 20％も使用し、ロ

ス材を再利用していない従来品と比較して

CO2 排出量も導電性タイルで 42％、導電性シ

木製ドラム 鉄ドラム プラスチックドラム



ートで 18％の削減になったとの説明があり

ました。 

この商品は、導電性床材の中で初のエコマ

ーク取得商品になったパイオニアですが、取

得にあたり、基準も何も無いゼロの状態で基

礎データ作りから始めなければならなかった

等、並々ならぬ苦労があったという貴重な話

も聞くことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.地域社会との繋がり 

 矢崎電線株式会社 沼津製作所では、近隣の

住民、学校からの工場見学や職業体験学習を

受け入れ、地域とのコミュニケーションを図

る機会を設けています。 

また、沼津市フリーマーケットでの環境パ

ネルの展示や、千本浜保護育成活動、沼津市

クリーン週間への参加、工場周辺・浪人川の

環境美化活動など、社会貢献・環境への取り

組みの一つとして、地域の清掃活動に積極的

に参加しているとの説明もありました。 

今回のステークホルダーミーティングも地

域とのコミュニケーションを図る取り組みの

一つですが、周辺自治会の代表者からは、「今

夏の節電対策であることは理解していますが、

構内の外灯を消灯されたところ、周辺道路が

暗くなってしまったので、街灯の中間地点に

ある外灯だけでも治安面から点灯していただ

けないか」、「周辺の清掃活動の取り組みは有

難いが、歩道が狭いところでの作業は、通行

人が通りやすいよう気を配ってほしい」など、

様々な意見や要望が寄せられていました。 

矢崎電線株式会社 沼津製作所からは、構内

を通行する車両が発する騒音、また製造工程

から発する臭気への対策など、これまで自治

会から寄せられていた要望への回答と、対策

の有効性を確認されていました。 

また、沼津市役所環境政策課環境企画室か

らは、「社内で実施している環境教育の外部へ

の展開」、「地域住民から寄せられた要望の数

を年度で集計したらどうか」などのアドバイ

スや、その他出席者からの質問もあり、活発

な意見交換がなされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.ミーティングに参加して 

 今回のミーティングで感じたことは、何よ

りも矢崎電線株式会社 沼津製作所の環境へ

の取り組みが詳細に判ったということです。

自社の取り組みを説明し、それに対するフィ

ードバックをもらう機会として今回のミーテ

ィングは大変有効な手段だと感じました。 

また、薄暗い事務所内の全ての蛍光灯には

個別に on/off が出来るスイッチ（ひも）が垂

れ下がっていたり、駐車していたフォークリ

フトには「アイドリング 1秒たりともしませ

ん！」ステッカーが貼ってあるなど、説明に

は出てこなかった通常業務の中での環境への

取り組みの一端も垣間見ることができ、大変

参考になりました。 

 最後に、今回のミーティングに参加させて

いただきましたこと、ご対応いただきました

矢崎電線株式会社 沼津製作所の皆様にお礼

を申し上げます。 

導電性床材 エースミック 



沼津市環境基本計画を策定しました 
 

地球温暖化をはじめとする環境問題が深刻化している中、沼津市が低炭素社会や循環型社会及

び自然共生社会の実現を目指し、市民、事業者、市が一体となって取り組みを進めていく上での

指針となる「沼津市環境基本計画」を策定いたしました。 

 策定に当たっては、「沼津市環境市民会議」を立ち上げるとともに、無作為に選出された市民に

よる「市民討論会」を開催するなど、広く市民の意見を取り入れて市民参画により計画づくりを

進めることができました。 

 

・計画の目的  沼津市が、低炭素社会や循環型社会及び自然共生社会の実現を目指し、市民、

事業者、市が一体となって取り組みを進めていく上での指針となるものです。本

市の自然的・社会的・歴史的条件を考慮し、環境の保全に関する取り組みを総合

的かつ計画的に進めます。 

 

・望ましい環境像     

 

 

 

 

沼津市の環境の将来目標を表すキャッチフレーズ（３０年後） 

 

・計画の位置づけ  「沼津市環境基本計画」は「沼津市総合計画」を環境面から推進するもの

と位置づけ、環境面ではもっとも基本となる計画です。 

 

・計画の期間  平成 23 年 4 月 1 日から平成 33 年 3 月 31 日（10 年間） 

 

・環境目標  計画の対象とする環境の範囲を「環境と産業」、「自然環境」、「生活環境」、「都市

環境」、「地球環境」、「環境教育」として、それぞれの環境目標を達成するため、環

境課題に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計画の推進  計画を推進する主体は、市民・事業者・市とします。各主体は互いに連携・協

力し、一体となって本計画の達成に向けて協力していきます。 

        推進体制として、環境保全審議会のほか、環境基本計画推進委員会、地域エコ

リーダー、庁内検討会などを位置づけ、各主体相互の協力体制を確立します。 

雄大な富士を仰ぐ 美しい海岸線 

豊かな山々と恵みの川 かけがえのない自然と 

そこに暮らすいのちを守り 未来につなぐまち 沼津 

①環境と産業「環境と産業が共生し 発展するまち」 

②自然環境「一人ひとりが 海・山・川の自然を守るまち」 

③生活環境「きれいな水と空気で いやされるまち」 

④都市環境「歴史と緑が彩る 安全で美しいまち」 

⑤地球環境「子どもも大人もみんなで 地球環境を守るまち」 

⑥環境教育「環境と共生する知恵や工夫を楽しむ 人づくりのまち」 



 

・計画の特徴  沼津市の環境課題を市民と市が協働により解決していくために、優先的・重点

的に実施する「市民協働重点プロジェクト」が盛り込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※沼津市ホームページにおいて、「沼津市環境基本計画」及び「沼津市環境基本計画概要版」を掲

載しています。ぜひご覧ください。 

http://www.city.numazu.shizuoka.jp/sisei/keikaku/kankyou/index.htm 

 

 

 

①すごいぞ大地と海のめぐみプロジェクト 

②海・山の自然を見つめ直そう牛臥山公園からプロジェクト 

③よみがえれ湧水と川プロジェクト 

④ごみニャーぬまづプロジェクト 

⑤地域エコリーダー育成プロジェクト 

⑥環境教育推進プロジェクト 

⑦ぬまづ自然再発見プロジェクト 

⑧自転車でぬまづをさんさんプロジェクト 



 会の動き  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ ５月２５日 

  【理事会】（１）役員の改選について 

（２）定時会員総会について 

 

☆ ５月２５日 

  【定時会員総会】  

総会・記念講演会 

 

☆ ６月１６日 

【広報部会】 取材 事業所訪問：矢崎電線株式会社 沼津製作所 

 

☆ ６月２７日 

  【事業部会】 平成２３年度の事業の進め方について 

  

☆ ７月１５日 

【広報部会】 「水と空」第１３６号原稿校正について 
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